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令
和
８
年
１
月
30
日
午
後
４
時
よ
り
保
原
駅
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
農
業
委
員
会
と
市
長
と

の
意
見
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
清
野
会
長
ほ
か
農

業
委
員
と
推
進
委
員
の
う
ち
伊
達
地
区
と
保
原
地
区
の

委
員
が
出
席
し
ま
し
た
。
今
回
の
意
見
交
換
会
の
テ
ー

マ
は
、
新
規
就
農
者
確
保
対
策
と
遊
休
農
地
対
策
で
し

た
。

　

初
め
に
、
産
業
部
農
政
課
よ
り
現
在
の
伊
達
市
の
状

況
と
支
援
事
業
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、
意
見
交
換

が
始
ま
り
ま
し
た
。
委
員
か
ら
は
、
地
元
で
若
い
者
が

い
な
く
困
っ
て
い
る
こ
と
や
高
齢
化
と
と
も
に
遊
休
農

地
が
増
え
て
い
く
な
ど
様
々
な
意
見
が
出
さ
れ
ま
し

た
。

伊
達
市
農
業
委
員
会
だ
よ
り

編
集
・
発
行
　
伊
達
市
農
業
委
員
会
事
務
局
　
　
　

令
和
８
年
３
月

2
6
日
発
行

〒
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島
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伊
達
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保
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町
舟
橋
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0
番
地
　
☎
024-573-5623

農業委員会だより　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈４〉

農業委員会と市長の意見交換会が開催されました。

２
０
２
６
年
第
　
号
16

◆
編
集
委
員

編

集

後

記

　

未
曽
有
の
大
災
害―

東
日
本
大
災
害―

か
ら
早
15

年
。
そ
の
後
に
起
き
た
原
発
事
故
に
よ
り
、
伊
達
市

で
も
放
射
性
物
質
が
検
出
さ
れ
、
農
産
物
の
出
荷
制

限
や
風
評
被
害
が
今
で
も
続
い
て
い
ま
す
。

　

昨
今
気
に
な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
夏
場
の
高
温

の
影
響
で
し
ょ
う
、
福
島
県
産
の
コ
メ
が
３
年
連
続

で
食
味
の
「
特
Ａ
」
評
価
を
い
た
だ
け
な
い
こ
と
で

す
。
こ
れ
で
は
こ
こ
ま
で
回
復
し
て
き
た
「
福
島
の

コ
メ
」
の
ブ
ラ
ン
ド
評
価
を
維
持
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
他
の
農
産
物
も
同
様
で
す
が
、
１
日
で
も

早
く
高
温
体
制
品
種
へ
の
対
応
を
、
関
係
機
関
に
お

願
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
編
集
委
員　

吉
田
浩
重
）

意見交換会の様子

主な内容
●視察研修の報告　……………………………………………………………………　〈２〉

●農作業賃金標準額・賃借料情報　…………………………………………………　〈３〉

●市長との意見交換会を開催しました　……………………………………………　〈４〉

●農業者年金　～こんなときには手続きが必要です～　…………………………　〈４〉

vol.

16

市
長
と
の
意
見

　
　
交
換
会
を
開
催
し
ま
し
た

農業者年金の加入者・受給者の方、ご家族の方へ
～こんなときには手続きが必要です～

①住所・氏名を変更した
②被保険者証をなくした、汚損した
③被保険者資格を喪失した
　※国民年金第１号被保険者でなくなったとき、
　　農業に従事しなくなったとき、死亡したと
　　きなど

①住所・氏名を変更した
②年金証書をなくしたとき、汚損した
③受給者ご本人が死亡した
❹経営移譲年金・特例付加年金の支給停止事由
　に該当した
　※新たに農地を取得するなどして農業経営を
　　再開したとき、後継者に貸付けて経営移譲
　　した農地等の返還を受けたときなど
❺毎年６月には現況届を提出しましょう

加入者の方 受給者の方

①～③は最寄りの JAでお手続きください。
❹❺は農業委員会までご相談ください。



　

令
和
７
年
11
月
28
日
に
、
福

島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
お
よ

び
田
村
市
農
産
物
振
興
施
設
で

研
修
を
受
け
て
き
ま
し
た
。

　

福
島
県
農
業
総
合
セ
ン
タ
ー
は
、
安
全
・
安
心
な

農
業
を
推
進
す
る
機
能
、
農
業
教
育
機
能
を
兼
ね
備

え
た
本
県
農
業
振
興
の
拠
点
で
あ
り
、
農
業
者
に
対

す
る
技
術
支
援
を
行
う
ほ
か
、
交
流
棟
、
展
示
農
園

な
ど
を
活
用
し
て
消
費
者
や
子
供
達
へ
農
業
の
魅
力

や
重
要
性
を
伝
え
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
の
説
明
を
受
け
、

そ
の
後
施
設
内
の
見
学
を
行
い
ま
し
た
。
施
設
内
は

と
て
も
広
く
、
移
動
に
大
分
苦
労
し
ま
し
た
が
、
大

変
興
味
深
い
内
容
で
し
た
。

〈３〉　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　農業委員会だより 農業委員会だより　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　〈２〉

　

次
に
、
田
村
市
に
あ
り
ま
す
農
産
物
振
興
施
設
を

視
察
し
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
、
サ
ツ
マ
イ
モ
の
加
工
な
ど
農
産
物

の
６
次
化
を
行
う
新
た
な
野
菜
加
工
施
設
で
あ
り
、

昨
年
９
月
に
落
成
さ
れ
ま
し
た
。
野
菜
の
貯
蔵
室
を

は
じ
め
、加
工
場
な
ど
を
見
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

視
察
を
し
た
時
点
で
は
、
加
工
を
す
る
と
い
う
と
こ

ろ
ま
で
に
は
至
ら
ず
、
準
備
の
段
階
と
い
っ
た
感
じ

で
し
た
。
野
菜
の
加
工
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、
興
味

を
持
た
れ
る
委
員
も
お
り
、
最
後
に
質
問
を
す
る
場

面
も
あ
り
ま
し
た
。

　

１
日
と
い
う
短
い
工
程
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、
こ

の
視
察
研
修
で
学
習
し
交
流
し
た
こ
と
で
得
ら
れ
た

こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
農
業
委
員
会
活
動
に
生
か
さ

れ
る
と
感
じ
ら
れ
る
１
日
で
し
た
。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・

視
察
研
修
報
告

令和８年度伊達市農作業賃金標準額
令和８年４月１日

作　業　区　分

臨　
　

時　
　

雇

一般作業
果樹の剪定
摘蕾・摘花果
柿の皮むき
あんぽ、にら等袋つめ
立木等伐採
果樹防除オペレーター
　袋かけ　　もも・りんご・ぶどう

単　位 標準額
１日
１日
１日

１時間
１時間
１時間
１時間
１日

１．昼食を含みません。
２．作業時間は８時間を基準とします。
３．労働能力( 作業内容・経験など) を勘案する場合は、最低賃金を下回らないよう当事者間で調整してください。
４．最低賃金が毎年 10 月に見直されます。作業賃金がその額を下回る場合は最低賃金の額に読み替えてください。
　　（福島県最低賃金　令和７年 10 月改定額　1,033円／ 1 時間）

作　　業　　区　　分

請　

負　

作　

業

単　位 標準額
10ａ
10ａ
10ａ
１m
10ａ
10ａ
10ａ
10ａ

玄米 60kg
玄米 60kg

10ａ

１．ほ場条件は、基盤整備後の平坦地の乾田を標準としています。
２．未整理地は、作業能率などを勘案して当事者間で調整してください。
３．請負作業単価には、消費税は含まれておりません。別途計上してください。
４．その他の作業については当事者間で調整してください。

地　域 区　分 平　均　額

＊１　データ数は、集計に用いた筆数です。
＊２　賃借料を物納支給（水稲）としている場合は、60kg 当り 36,001 円に換算しています。
　　　　※令和７年産米の相対取引平均価格（農水省Ｒ７年 12月速報　コシヒカリ（中通り））より
＊３　金額は算出結果を四捨五入し 100 円単位としています。
＊４　実情に即した情報提供のため、区分毎に、全賃借料データの平均値の±70％を超えるものを除いています。

8,400円
12,800円
8,400円
1,050円
1,050円
1,600円
1,600円
8,400円

水田、畑、果樹等の一般作業、１時間当り 1,050円
１時間当り 1,600円
１時間当り 1,050円

機械燃料持込

１時間当り 1,050円 ( 二重袋、ぶどう棚等状況に応じ調整)

水　
　
　
　
　

田

畑

　　　　ロータリー耕
　　　　プラウ耕
代かき
畦ぬり（機械ぬり）
機械による田植
バインダーによる稲刈
コンバイン
ハーベスタによる脱穀
乾燥調整(もみすり)
もみすり
耕起( ロータリー耕)

7,000円
8,600円
7,600円

60円
7,500円
8,1 00円
31,500円
8,200円
2,000円
1,000円
7,000円

備　　　　　　　考

備　　　　　　　考

伊達市賃借料情報
　令和７年 1月から令和７年 12月までに締結（公告)された賃貸借における賃借料水準(10ａ当り/年)は、
以下のとおりとなっております。

伊達地域

梁川地域

保原地域

霊山地域

月舘地域

伊 達 市
　（全体）

田
畑
田
畑
田
畑
田
畑
田
畑
田
畑

11,300円
10,500円
11,1 00円
9,400円
11,1 00円
9,1 00円
10,1 00円
8,900円
10,000円
10,500円
9,900円
9,400円

最　高　額
15,1 00円
20,000円
25,300円
16,200円
25,200円
15,1 00円
19,600円
10,600円
10,000円
12,200円
20,300円
18,000円

最　低　額
7,000円
7,000円
5,000円
3,200円
4,600円
4,600円
5,1 00円
4,1 00円

10,000円
10,000円
4,500円
3,400円

データ数
0

53
48
114
32
122
23
10
1

10
107
312

備　考

耕起

農業者年金に加入しませんか
６つのポイント

１．農業者なら広く加入できる
２．少子高齢時代に強い積立方式・確定拠出型の年金
３．保険料は自由に決められる
４．終身年金。80歳前に亡くなられた場合
　には死亡一時金あり
５．税制面で大きな優遇
６．保険料の国庫補助

※この標準額は、令和８年 4月 1日から令和９年 3 月 31 日まで適用となります。目安としてご利用ください。

全国農業新聞
月４回

金曜日発行
月額 700円

全国農業新聞は
農業委員会ネットワークが発
行する週刊の農業総合専門紙
です。
　ご購読申込は、
　　　　　農業委員会まで
　　　　　　　　　（TEL573-5623）


